






鹿児島県の周産期死亡は年々改善されれはいるものの、以然として高値を示していること

は周知のとおりである。最近では新生児死亡率については下降傾向を示しつつあるものの,

一方,後期死産率は相変らず高く,我が県の周産期死亡率の改善のためには,とりわけ胎児

死亡の減少に地域ぐるみの努力を重ねなければならない。そのためには,胎児管理の啓蒙と

いう意味も含めて,地域の第一線の施設での関心を深めて行かなければならない、その一環

として,我々は電話伝送による胎児心拍モニタリングの試みを鹿児島のいくつかの施設に

呼びかけた結果,そのモデルとして現在,鹿児島市内の施設,鹿児島市より約 1 時間の距離

にある施設,又,鹿児島県の医療に重要な意味を持つ離島医療ということで徳之島の施設と

,計 3つの施設に胎児心拍モニタリングの電送装置を設置している。胎児心拍モニタリング

伝送の原理は,図1に示すとおり電電公社が一般化している心電図伝送の応用である(図1)

。 


